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資料紹介

モンゴルにおける軍神スゥルデに関する三つの古文書

楊　　　海　英

1997年１月、私は内モンゴル
自治区の首府、フフホト市に住
む著名な民俗学者のハスビリク
ト（Qasbiligtu, 1933年生まれ, 写
真１）から四冊の古いモンゴル
語写本を譲り受けた。そのうち、
モンゴル帝国の国家徽章である

「白いスゥルデ」（Čaγan sülde）
に関するもの、Činggis ejin boγda-
yin sakiγuluγsan Čaγan sülde-
yin sang takilγ-a keged sarqud čai 
saγalin-u jüil-üd-i ergüküi –yin 
jang yosun tegüs orusibaという
文書を1999年に論文「モンゴル
における〈白いスゥルデ〉の継承と祭祀」１のなかに公開した。残りの三冊は軍神「黒いスゥルデ」（Qar-a 
sülde）の祭祀に関するもので、今回、写真版の形で公にする。

文書一：
タイトル：Sülde-yin sang orusi.
大きさは8.3cm×22cmで、中国製の紙。計４枚。最初の頁にタイトルがあり、その裏が「一」（nige）
となっている。
文書二：
タイトル：Boγda sülde-yin sang orušibai.
大きさは8.3cm×22.2cmで、中国製の紙。最初の頁にタイトルがあり、計２枚。
文書三：
タイトル：Isün sülde tegri-yin sang-un sudur orušiba.
大きさは8.1cm×22.2cmで、中国製の紙。最初の頁にタイトルが
あり、計３枚。

ハスビリクト氏はこれらの文書をすべてオルドス高原ウーシン旗
の文人、チャガンボンドン（Čaγanbondon, 1912-?, 写真２）から手
に入れた、と私に語っていた。ハスビリクトもチャガンボンドンも
文革中に中国政府から虐待され、不遇の生活を送り、1980年代から
モンゴル文化の復興に尽力した２。

帝国徽章「白いスゥルデ」と軍神「黒いスゥルデ」は現在もオル

写真１　左からNarasu, 著者, 詩人席慕蓉, Qasbiligtu。2014年５月撮影

写真２　写本の保有者のチャガンボ
ンドンの肖像画。Ordus-un jaγun 
merged-ün tob i, 1987より

１	 松原正毅・小長谷有紀・佐々木史郎編『ユーラシア遊牧社会の歴史と現在』国立民族学博物館研究報告・別冊20号、135-
212頁。
２	 楊海英『墓標なき草原―内モンゴルにおける文化大革命・虐殺の記録』岩波現代文庫、2018年、下巻・149-186頁。
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ドス高原で祭られている。そのほかにも、モンゴルの各地にさまざまな軍神スゥルデが存在している。
私は以前に公開した文書の中に、「千の目を持つスゥルデ」という表現に注目したことがある３。しか

し、現代オルドスのスゥルデに「千の目」は描かれていなかった。2017年12月末、私はモンゴル国北部、
シベリアに近いスフバートル県を訪れた。現地のセレンゲ河のほとりに立つスゥルデには「千の目」が
あった。それは、飾りの布（衣, debel）に縫い付けられた千個ものボタンで以て表現されていた（写真
３）。以前、1991年にオルドスで調査していた際、現地の祭祀者たちから得ていた証言とみごとに一致し
た。今回公開した写本（文書一）の中にも同じように、「千の目」とのことばがある（qoyar, 左から４行
目）。古文書内の表現はずっと、後世までに維持されてきたことが分かったのである。

写真３　モンゴル高原のセレンゲ河のほとりに立つ軍神スゥルデ

３	 楊海英前掲同論文、173頁。
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文書一
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文書二
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文書三
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